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論文内容要旨
目的:本研究は，短縮歯列 (Shorteneddental arch; SDA) 患者を可撤性部分床義歯 (RPD) ，インプラン
ト義歯の 2 種類の治療群に分け，治療前後における客観的指標と患者立脚型指標の多元的評価により，
SDA 患者への補綴介入の効果を明らかにし，その妥当性を検証することを目的とした。さらに，これ
らの経時的な変化を観察することにより SDA 補綴治療による口腔機能の向上，保全ならびに岐合の
力的安定に対する貢献度を検討した。
方法:被験者は，臼歯部岐合支持ユニット数 1----8 の SDA 患者で遊離端欠損以外は天然歯あるいは固
定性義歯にて補緩処置がされており，研究への参加の同意を得られた者 11 名(平均年齢 62.1 土 5.8 歳)
とした。被験者を患者の希望と担当医の臨床判断により， RPD 装着またはインプラント義歯装着のい
ずれかに割り当てた。下記の評価を，術前と補綴装置装着 3 ヶ月後に実施した。
1.客観的指標
1)阻鴫能率検査:検査用グミゼリーを用いた阻鴫能率検査法(グミゼリー法)に従い，岨唱に伴うグ
ミゼリーからのグルコース溶出量を血糖値測定装置により測定，岨鴫能率を測定した。 2) 岐合力測定:
感圧フィルム「デンタルプレスケール」を用いて，最大唆みしめ時の歯列上映合力を記録した。補綴
装置装着による歯列上の岐合力発現変化を検討するために，前方歯列部位と大臼歯部歯列部位の 2 領
域に歯列を区分し，大臼歯領域の岐合力比増加率(%)を算出した。
2. 患者立脚型指標
1)口腔関連 QOL (OHRQoL)評価には OHIP-J 54 を用いた。 2) 食品摂取状況値:阻暢能力の評価に
は食品摂取状況アンケートを用いた。得られた検査指標における補綴介入前後の統計学的検討には，
Wilcoxon signed叩nkt邸t を用い，有意水準は 0.05 とした。
結果:1.各群の阻鴫能率を装着前後で比較すると両群とも有意に増加していた。 2. 各群の総唆合
???
力を装着前後で比較すると，両群とも有意な増加は認められなかった。各群の大臼歯領域の暁合力比
増加率を装着前後で比較すると インプラント装着群で増加傾向にあったが有意な差は認められなかっ
た。 3. 各群の OHRQoL 総得点を装着前後で比較すると，両群とも有意差は無かった。各サブタイト
ルを分析すると，インプラント義歯装着群では機能制限において有意に減少していたが. RPD 群では
有意な減少は見られなかった。 4. 阻時能力検査は RPD 群のみ有意に増加していた。
結論:下顎 SDA 患者に対する補綴介入，すなわち RPD 補綴治療およびインプラント義歯補綴治療は，
岨鴫機能および OHRQoL を改善し，口腔機能の向上保全に貢献することによりその妥当性が検証された。
審査結果要旨
本研究は，短縮歯列 (Shortened dental arch; SDA) 患者への補綴介入の妥当t性を検証することを目的
として行われた。そのために SDA 患者を可撤性部分床義歯 (RPD). インプラント義歯の 2 種類の治
療群に分け，各群の治療前後における客観的指標と患者立脚型指標の多元的評価により，さらに，こ
れらの経時的な変化を観察することにより. SDA 補綴治療による効果，すなわち口腔機能の向上，保
全ならびに岐合の力的安定に対する貢献度を検討した。
被験者は，臼歯部唆合支持ユニット数 1"-'8 の SDA 患者で遊離端欠損以外は天然歯あるいは固定
性義歯にて補綴処置がなされており，研究への参加の同意を得られた 11 名(平均年齢 62.1 :t 5.8 歳)
である。患者の希望と担当医の臨床判断により，被験者を RPD 装着またはインプラント義歯装着のい
ずれかに割り当て. 2 群間での比較研究とした。
評価指標は，客観的指標として1)検査用グミゼリーを用いた岨鴫能率検査法(グミゼリー法)での
グミゼリーからのグルコース溶出量測定による岨噌能率. 2) 感圧フィルム「デンタルプレスケール」
を用いた最大唆みしめ時の歯列上岐合力，患者立脚型指標として1) OHIP-J 54 を用いた口腔関連 QOL
(OHRQoL). 2) 食品摂取状況アンケートを用いた食品摂取状況値による阻鴫能力の評価を用いており，
術前と補綴装置装着 3 ヶ月後に実施し，補綴介入前後の比較を行っている。
術前と補綴装置装着 3 か月後の阻鴫能率を比較すると. RPD装着群，インプラント義歯装着群と
も有意に増加していた。また各群の総唆合力を装着前後で比較すると，両群とも有意な増加は認めら
れなかった。各群の OHRQoL 総得点を装着前後で比較すると，両群とも有意差は無かったが，各サブ
タイトルを分析すると インプラント義歯装着群では機能制限において有意に減少していたが. RPD 
群では有意な減少は見られなかった。さらに阻鴫能力検査は. RPD 群のみ有意に増加する所見が得られ
ている。
これらの知見は，下顎 SDA 患者に対する補綴介入，すなわち RPD 補綴治療およびインプラント義歯
補綴治療は，少なくとも岨輯機能および OHRQoL を改善することを示すものであり，口腔機能の向上
保全に歯科補綴学的介入の妥当性を検証したものと言える。 SDA 患者では機能低下が認められないの
で，積極的な補綴介入の必要性を否定する見解がヨーロッパを中心に広まっている中，欠損歯列患者
への RPD 補綴治療，インプラント義歯補綴治療の両者が，それぞれの特徴をもって機能向上に貢献し
ていることを示した本論文は，今後の歯科補綴学的見地からの欠損歯列患者の治療方針の方向性を確
実に示したものであり 博士(歯学)の称号付与に相応しい業績であるものと判断する。
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